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はじめに 
 鹿児島工業高等専門学校（以下「本校」）において平
成 22 年度、土木工学科（以下「本学科」）が都市環境
デザイン工学科として改称され、建築系の講座を複数
開設する運びとなった。 
平成 23 年度から昨年度までの報告では、23 年度か
ら 24 年度に亘って開講された建築関連科目と立ち上
げの状況をとりあげ、これらの科目相互の関連と位置
付けについてまとめた。また、建築教育の一環として
はじめた課外活動である建築同好会について紹介した。 
本稿では、建築系講座の立上げに伴う建築デザイン
教育のための環境整備と建築同好会を中心としたデザ
イン学習活動について報告する。 
１．建築系資格取得のための科目整備等 
（１）背景（科目指定と教育課程の学年進行） 
平成 17 年（2005 年）に起きた耐震偽装問題を受け、
翌平成 18 年第 165 回国会(臨時会)で「建築士法の一部
を改正する法律案」が提出された。この案が可決され、
建築士の受験資格要件が見直された。 
その結果、平成 21 年より建築士試験の受験資格要件
が、「所定の学校の課程を修めて卒業後、所定の実務経
験」から「国土交通大臣が指定する建築に関する科目
（以下「指定科目」）を修めて卒業後、所定の実務経験」
に変更された。 
本校において、旧来本学科は旧要件である「所定の
学校の課程」として認められており、卒業後 1年以上
の実務経験を積むことによって受験資格が得られてい
たが、法改正により平成 21 年度入学生から新要件が適
用されることとなった。本学科では、名称変更による
教育課程の見直しに併せて指定科目の申請を行い、卒
業生が建築士の受験資格を保持する体制を整えた。 
本学科は現在教育課程の学年進行中であるが、加え
て平成 25 年度に授業時間の見直し、平成 27 年度には
コアカリキュラムの導入が予定されている。この結果
平成 22 年度入学生から平成 27 年度入学生まで、ほぼ
毎学年異なる教育課程表を採用している。よって毎学
年分の科目指定を受けなければならず、建築担当教員
と学生課は連携を密にして、各学年の課程表とシラバ
スのチェック体制を申し合わせ、担当者が変わっても
支障なく引き継げる環境を整える必要があった。 
 
（２）２級建築士受験資格 
 高等専門学校において、指定科目に係る必要単位数
と必要な建築実務の経験年数を表-1に示す。本学科で
は、卒業後０年での受験資格が得られる体制を整えた。 
表-1 指定科目に係る必要単位数と実務経験年数 
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 表-2 に、平成 22 年度入学生（都市環境デザイン工
学科として改称後初の卒業生）の指定科目一覧を示す。
これらの科目について、国土交通大臣が指定する「中
央指定試験機関」である公益財団法人建築技術教育普
及センター（以下「センター」）に対して、平成 22 年
度に科目申請を行い、同センター内に設置された「建
築士試験指定科目確認審査委員会」によって指定科目
に該当することが確認された。 
表-2 本校の指定科目一覧（H22 年度入学生用） 
 この一覧にしたがって、学生は所定の科目を履修す
ることによって 2級建築士の受験資格が得られるが、
受験時に本校に対して指定科目の履修証明書を請求す
る必要がある。本校学生課教務係では、平成 21 年度入
学生から、指定科目に関する履修状況を保存し、いつ
でも証明書が発行できる体制としている。 
（３）インテリアプランナー登録資格 
 インテリアプランナー資格制度は、平成 12 年度まで
国土交通大臣が認定する審査・証明事業であり、上記
センターが実施してきた。平成 13 年からは、大臣認定
が廃止され、同センター独自の資格制度として実施さ
れている。 
この資格試験は、20 歳以上の者であれば誰でも受験
できるが、試験に合格し資格を登録する場合に学歴に
関する要件が課せられる。これは 2級建築士と同様の
審査過程を経て科目指定を受け、インテリア又は建築
に関する課程を修めたとみなされる要件となっている。
本学科は 2級建築士と同様に科目指定を受け、平成 25
年度に確認を受けた。 
（４）資格試験受験対策
平成 26 年 3月に平成 21 年度入学生（本校最後の土
木工学科生であり、本校最初の科目指定要件適用学年
生）が卒業し、その中から 2 名が 2 級建築士受験希望
を申し出た。
本学科では、平成 24 年度に建築関連図書の出版社
である株式会社建築資料研究社と提携し、資格取得支
援講座を開設している。上記 2 学生は本支援講座を平
成 26 年 3 月から受講し、卒業後の現時点も継続中で
ある。2 名とも卒業後 0 年で受験できる指定科目を履
修済みであるため、平成 26 年夏に行われる試験に臨
んでいる。今後は、受験対策を早め、受講科目を増や
してゆく予定である。
（５）大学との連携
上記卒業生の内 1 名は、佐賀大学都市工学科３年次
へ進学（編入）した。平成 21 年入学生は土木工学科
旧来の教育課程表を基に指定科目の対応を行ったため、
平成 22 年度以降の入学生に比べ、指定科目の数が少
ない。一方、当該学生は佐賀大学に編入後、建築デザ
インを志望しているため、建築関連科目の単位互換に
ついて検討を要した。
佐賀大学へ出向き、3 年編入時に問題なく佐賀大学
の教育課程に移行できるか、また佐賀大学では１級建
築士の科目指定を受けているため、本学科の 2 級科目
指定からの移行についても打合せを行った。
結果として、本学科からの編入生は１科目だけ佐賀
大学の科目を履修する代わりに、3 年次の 1 科目は履
修の必要がないことが判った。このように、本学科か
ら佐賀大学都市工学科への編入については、今後も問
題なく行えることが判った。
２．デザイン教育に係わる施設整備
（１）建築同好会室の整備
（立上げ活動初期：平成 23・24 年度） 
学生からの要望もあり、平成 23 年度に課外活動と
して「建築同好会」を立ち上げた。趣旨は、本学科の
教育課程で学ぶ建築関連科目を補完することである。
一方活動の拠点となるスペースが無かった為、構造実
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験室の一部を簡易間仕切りで囲い、同好会室とした。
 活動の端緒として、このスペースを設える事から始
め、そのこと自体がインテリアデザインや建築の学習
となるよう、床・壁・家具のデザインコンペを開催し
た。上記の各インテリアエレメントについて、アイデ
アを発表し合い、それぞれのアイテムについて採用案
を決定した。図-1、図-2にそれぞれの採用案と、作品
を示す。
図-1 壁のデザインと施工 図-2 本棚のデザインと施工 
（２）卒業研究生スペースと建築同好会室
（立上げ活動Ⅱ期：平成 25 年度） 
平成 24 年度末に、本学科棟の改修・増築が決まり、
同好会室の移動が必要となった。一年間の改修工事期
間による仮の移動であったため、活動スペースが狭く
なることが余儀なくされた。そこで、建築・景観デザ
インを志望する卒業研究生（以下「卒研生」）のための
スペースと同好会活動スペースを兼用するレイアウト
を考え、本校専攻科 1 階に活動拠点を整備した。 
 卒研生と同好会生のスペースを兼ねる事で、新たな
交流を期待した。結果として、卒研生が参加した「霧
島市ペットボトルイルミネーション」の製作過程に、
同好会生が加わり、また、同好会生が作成するベンチ
模型やモニュメント模型の制作を卒研生が手伝い、ア
ドヴァイスをするなど学年間の交流が促進された。
（３）都市環境デザイン演習室と VDS システム 
上記(１)(２)の経験を踏まえ、新設される都市環境デ
ザイン演習室（以下「演習室」）には、VDS システム 
を備えた準備室を計画した。ここは演習室の準備室で
あると同時に、卒研生のスペースであり、同好会室で
もある。これまでの狭さを解消しつつ、各学年が同居
し、スペースを共有することで、お互いの知識や経験、
図-3 デザイン演習室 図-4 VDS 室
作品や情報等を交換しシェアできる環境を整えた。（図
-3、図-4）なお、演習室と VDS システムの詳細につ
いては別稿に譲る。
（４）デザイン系アプリケーション
デザイン系のアプリケーションとして、CAD は
Auto-CAD、プレゼンテーションについては Adobe CS
のうち主に Photoshop と Illustrator を使用してい
る。Auto-CAD は、今回整備した演習室全てのノート
PC にインストールした。Adobe CS については、卒研
生に貸与するノート PC 全てにインストールしている。
これらのアプリケーションを活用し、CAD によるドロ
ーイングに加え、手書きによる図面も見劣りのしない
プレゼンテーションに仕上げられるようにした。
同好会生による手描きの図面で設計コンペティショ
ンに応募し、入賞実績を残している。（図-5）
図-5 手描きによる設計コンペ入選作品 
（５）大判・３D プリンターの導入 
上記(２)で述べた校舎改修・増築に伴い A0 まで印刷
とスキャンが可能な大型プリンターと近年実用化と普
及が急速に伸びている３D プリンターを導入した。共
に VDS スペースに設置し、正規の授業や課外活動で
活用できる環境を整えた。特に大型プリンターについ
ては、演習室外からアクセスしプリントアウトやスキ
ャンデータの取り込みが可能としている。建築デザイ
ンのみならず、都市計画・景観系の演習で必要な地図
情報の扱いが容易になると考える。
３．デザイン競技への参加 
平成 25年度は、デザイン競技への参加に留まらず、
受賞に至る成果を挙げ、かつ実施に至るという実績を
残すものがあった。表-3 に競技の名称と結果を示す。 
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表-3 設計競技参加一覧 
通番 年度 競技名称 参加人数 結果
1 24
鹿児島高専創立５０周年
記念モニュメント
7名
最優秀賞、優秀賞、
佳作（各1名）
2 24 夢のマイルームコンテスト 2名 奨励賞
3 25 全国高専デザインコンペティション 8名
4 25
木のあふれる街づくり事業
（公募事業）
1名 採択（鹿児島空港ベンチ）
5 25
「かごしまの木の家をつくろう」
設計コンペ
2名 最優秀賞1名、佳作1名
6 25 コクヨデザインアワード 1名
7 25
秋田県立大学
全国高校生建築提案コンテスト
1名
（1）鹿児島高専創立 50周年記念モニュメント 
本学科学生であり、建築同好会に所属する学生が最
優秀賞を受賞したことから、このデザインをもとに実
施設計、製作が行われた（図-6）。製作を担当された本
校ＯＢからの修正提案を受け入れた事もあり、スケッ
チから設計図を製作する過程で、再度形態に関する試
行錯誤が必要となった。
主に夏休み期間の 3週間程度を活用し、模型による
スタディを繰り返した。また、製作者との打ち合わせ
を行い、実物の試作も持参頂いて実現性を検討した。
3次元曲面の形状を図面化する事は難度も高い。かつ、
層を持った形状であることから、各層毎に検討しなが
ら形状を確定し図面化する必要があった。設計者が作
図したＡ3図面も 30枚を超え最終的な製作図は 15枚
程になった。  
図-6 モニュメント   図-7 空港出発ロビーベンチ 
（2）木のあふれる街づくり事業（公募事業） 
大手家具メーカーや地場の家具製作所等などのプロ
の作品と共に、学生の案が採択された。競技の内容は、
県産材の木材を使うベンチのデザイン提案である。鹿
児島空港の出発ロビーに設置することを条件に、8 人
掛けのデザインが要求された。
 設置場所である空港を視察し、スケッチやラフ模型
によるスタディを重ねた。最終的にプレゼンテーショ
ン用の模型製作、現地に設置した際の手描きのパース、
フォトモンタージュＣＧを作成し応募した。
採択後 8人掛けの椅子の内、1脚分に相当する部分
模型を実寸で作製し、椅子の高さ・深さ・背もたれの
角度等の確認を行った。また、製作は、馬場龍幸建築
デザイン工房（以下馬場工房）に委託したが、県産材
の杉の特徴とその製作方法等に関する相談に、鹿児島
県工業技術センターを 2回程訪ねた。一方で本校の技
術室にも相談し、本校が所有する機器等でどのような
ことが可能であるのか確認した。その結果、詳細設計
をもとにＣＡＤで図面をデータ化し、技術室の協力を
得て、シナべニアの型板を作成した。また、ほとんど
が曲線で成り立っている家具のデザインの為、3Ｄモ
デルを作成し、算出し難い接合部分の角度等を確認し
た。これらを馬場工房に引き継ぎ、実施製作の委託を
行った。製作途中、学生とともに集成材の色や形状の
確認に工房を訪ね、製作の様子を視察した。空港の現
場設置の際にも同行し確認を行った（図-7）。
空港を訪れた学生の話を数件聞いたり、同好会の活
動に参加を求めて自ら訪れる学生がいたりと反響があ
った。学生への刺激となっていることが伺える。
４．見学会・聴講会の開催 
建築同好会と、興味を持った本学科の学生を対象に
1）歴史的建築・環境配慮型建築見学会（3 回/Ｈ23）、
2）熊本県立大学卒業制作中間発表聴講（Ｈ24）、3）
鹿児島大学卒業設計作品合同講評会公聴（Ｈ24）、を
行ってきた。平成 25年度は 4）八代建築見学会、5）
霧島市省エネモデルハウス見学会、6）地域の建築家
設計の住宅作品見学会、7）人吉の古建築再生利用事
例見学会を行った。
実際の建物を体験し、空間感覚を養うこと、大学の
講義を垣間見る機会として位置付けている。高学年に
なるに伴い、課題解決力や提案力を求められる様にな
るため、その手がかりや原動力になることを期待する。 
５．企業との連携・就職支援環境 
学科名称変更後 5年目を迎える。建築系の企業や大
学へ進学する際の支援に重点を置く必要がある。その
一つとして、インターンシップ受け入れ先の確保、建
築・環境・土木の複合的な科目を習得した学生の利点
をＰＲすることが肝要である。学生の個々の需要にも
対応しながら進めていく予定である。
６．今後の展望 
 演習室が学科棟内に確保でき、様々なコミュニケー
ションツールが同時に活用できる環境が整った。特に
多種のホワイトボードを利用し、グループディスカッ
ションにも対応できることは大きな収穫である。これ
らを活かし、学生の提案力の涵養に努めてゆきたい。
７．謝辞
 校内助成に採択して下さった赤坂校長を始め、学内
外の多くの方々のご支援に感謝する次第である。
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